
石綿含有建材等の製造・販売年一覧(令和５年９月版)
略称　白石綿：クリソタイル、茶石綿：アモサイト、青石綿：クロシドライト 1940 1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2004 2005 2006 2010 2015 2020 2023
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図2.30 石綿の法規制の変遷(※１、※８)
法規制による石綿含有率 法規制による石綿含有率
※ 重量％とは、ある物質100g中に含まれている特定の物質のg数をいう。

吹付け作業

禁止対象

2004(H16) 石綿建材等禁止
(1重量％超え禁止)

石綿セメント煙突 繊維強化セメント板
押出成形セメント板 窯業系サイディング、ほか
住宅屋根用化粧スレート

主な法改正

海外における規制の動き(※11)

表2.12 メーカーが公表しているレベル１建材に石綿が使用された時期の例(目安)(※１)
自主規制

吹付け石綿

石綿含有吹付けロックウール 乾式吹付け 乾式吹付け

半乾式吹付け 基本的には石綿不含有だが意図的に 半乾式吹付け
石綿を添加して施工された例もある

湿式吹付け 1989(H01)以降は不含有だが意図的に 湿式吹付け
石綿を添加して施工された例もある

石綿含有吹付けひる石(バーミキュライト)

石綿含有吹付けパーライト

注1) 上表は目安の製造時期であって、必ずしも該当年度で石綿不含有に全面的に切り替わったわけではない。上表の製造時期のみで石綿不含有と判断しないよう注意が必要である。
注2) 表2.10 の湿式の石綿含有吹付けロックウールの最終製造年を1989(平成元)年としたのは、個別認定取得各社が自主的に石綿含有吹付けロックウールの施工を中止したと公表したからである。

アスベスト含有建材と製造時期(※２)
1940 1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2004 2005 2006 2010 2015 2020 2023

石綿障害 種類 建材の種類 出典 製造時期 (S15) (S25) (S30) (S35) (S40) (S45) (S50) (S55) (S60) (H02) (H07) (H12) (H16) (H17) (H18) (H22) (H27) (R02) (R05) 建材の種類
予防規則区分 (施工部位) 築83年 築73年 築68年 築63年 築58年 築53年 築48年 築43年 築38年 築33年 築28年 築23年 築19年 築18年 築17年 築13年 築8年 築3年 築0年

吹付け石綿 ※２ 1956(S31) - 1975(S50) 吹付け石綿 (1956(S31) - 1975(S50)) 白石綿・青石綿・茶石綿、30-70%、 吹付け石綿
石綿含有吹付けロックウール(乾式・半湿式) ※２ 1961(S36) - 1987(S62) 石綿含有吹付けロックウール(乾式・半湿式) (1961(S36) - 1987(S62)) 白石綿・茶石綿・青石綿、2-35% 石綿含有吹付けロックウール
石綿含有吹付け材(湿式) ※２ 1964(S39) - 1989(S64) 石綿含有吹付け材(湿式) (1964(S39) - 1989(S64)) 白石綿、1～12% 湿式石綿含有吹付け材
石綿含有吹付けパーライト ※２ 1971(S46) - 1989(S64) 石綿含有吹付けパーライト (1971(S46) - 1989(S64)) 白石綿、5.6% 石綿含有吹付けパーライト
石綿含有吹付けバーミキュライト(ひる石) ※２ 1965(S40) - 1988(S63) 石綿含有吹付けバーミキュライト(ひる石) (1965(S40) - 1988(S63)) 種類不明、5-39% 石綿含有吹付けバーミキュライト

石綿含有けい酸カルシウム板第２種 ※２ 1965(S40) - 1997(H09) 石綿含有けい酸カルシウム板第２種 (1965(S40) - 1997(H09)) 白石綿・茶石綿、0.1-20％ 石綿含有けい酸カルシウム板第２種
石綿含有耐火被覆板 1963(S38) - 1983(S58) 石綿含有耐火被覆板 (1963(S38) - 1983(S58)) 白石綿・茶石綿、15-30％ 石綿含有耐火被覆板

屋根用折板石綿断熱材 ※２ 1958(S33) - 1989(S64) 屋根用折板石綿断熱材 (1958(S33) - 1989(S64)) 白石綿・青石綿、90%、 屋根用折板石綿断熱材
折板屋根用耐火被覆材 1971(S46) - 1989(S64) 折板屋根用耐火被覆材 (1971(S46) - 1989(S64)) 白石綿、5.6%、
煙突用石綿断熱材 ※２ 1964(S39) - 2004(H16) 煙突用石綿断熱材 (1964(S39) - 2004(H16)) 茶石綿・白石綿、4.3～90% 煙突用石綿断熱材

石綿含有けいそう土保温材 ※２  - 1974(S49) 石綿含有けいそう土保温材 ( - 1974(S49)) 茶石綿、1-10% 石綿含有けいそう土保温材
石綿含有けい酸カルシウム保温材 ※２ 1940(S15) - 1983(S58) 石綿含有けい酸カルシウム保温材 (1940(S15) - 1983(S58)) 白石綿・茶石綿、1-25％ 石綿含有けい酸カルシウム保温材
石綿含有バーミキュライト保温材 ※７  - 1987(S62) 石綿含有バーミキュライト保温材 ( - 1987(S62)) 白石綿・茶石綿、20-30% 石綿含有バーミキュライト保温材
石綿含有パーライト保温材 ※２ 1965(S40) - 1974(S49) 石綿含有パーライト保温材 (1965(S40) - 1974(S49)) 石綿含有パーライト保温材
保温材(配管エルボ、ボイラー等) ※２  - 1985(S60) 保温材(配管エルボ、ボイラー等) ( - 1985(S60)) 配管(エルボ部分保温材)
石綿保温材 ※７ 1960(S35) - 1979(S54) 石綿保温材 (1960(S35) - 1979(S54))茶石綿、80-100% 石綿保温材

スポンヂカバー 1972(S47) - 1978(S53) スポンヂカバー (1972(S47) - 1978(S53))茶石綿、100% スポンヂカバー
スポンヂボード 1972(S47) - 1978(S53) スポンヂボード (1972(S47) - 1978(S53))茶石綿、100% スポンヂボード
カポサイト 1960(S35) - 1979(S54) カポサイト (1960(S35) - 1979(S54)) 茶石綿、80-100% カポサイト

不定形保温材(水練り保温材) ※８  - 1988(S63) 不定形保温材(水練り保温材) ( - 1988(S63)) 白石綿・茶石綿・トレモライト、1-25% 水練り保温材
※13

1940 1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2004 2005 2006 2010 2015 2020 2023
石綿障害 種類 建材の種類 出典 製造時期 (S15) (S25) (S30) (S35) (S40) (S45) (S50) (S55) (S60) (H02) (H07) (H12) (H16) (H17) (H18) (H22) (H27) (R02) (R05)

予防規則区分 (施工部位) 築83年 築73年 築68年 築63年 築58年 築53年 築48年 築43年 築38年 築33年 築28年 築23年 築19年 築18年 築17年 築13年 築8年 築3年 築0年
石綿含有スレートボード・フレキシブル板 ※２ 1953(S28) - 2004(H16) 石綿含有スレートボード・フレキシブル板 (1953(S28) - 2004(H16)) 白石綿・茶石綿、5-25％ 石綿含有スレートボード・フレキシブル板
石綿含有けい酸カルシウム板第１種 ※２ 1960(S35) - 1997(H09) 石綿含有けい酸カルシウム板第１種 (1960(S35) - 1997(H09)) 白石綿・茶石綿、2-70％ 石綿含有けい酸カルシウム板第１種
石綿含有ロックウール吸音天井板(岩綿吸音板) ※２ 1964(S39) - 1987(S62) 石綿含有ロックウール吸音天井板(岩綿吸音板) (1964(S39) - 1987(S62)) 白石綿、1-5% 石綿含有ロックウール吸音天井板
石綿含有せっこうボード ※２ 1970(S45) - 1986(S61) 石綿含有せっこうボード (1970(S45) - 1986(S61))白石綿、1-5% 石綿含有せっこうボード
石綿含有スレートボード・平板 ※７ 1931(S06) - 2004(H16) 石綿含有スレートボード・平板 (1931(S06) - 2004(H16)) 白石綿・茶石綿、6-20％ 石綿含有スレートボード・平板
石綿含有スレートボード・軟質板 ※７ 1936(S11) - 2004(H16) 石綿含有スレートボード・軟質板 (1936(S11) - 2004(H16)) 白石綿・茶石綿、10-20％ 石綿含有スレートボード・軟質板
石綿含有スレートボード・軟質フレキシブル板 ※７ 1972(S47) - 2004(H16) 石綿含有スレートボード・軟質フレキシブル板 (1972(S47) - 2004(H16)) 白石綿、10-20％ 石綿含有スレートボード・軟質フレキシブル板
石綿含有スレートボード・その他 ※７ 1953(S28) - 2004(H16) 石綿含有スレートボード・その他 (1953(S28) - 2004(H16)) 白石綿・茶石綿、1-22.5% 石綿含有スレートボード・その他
石綿含有スラグせっこう板 ※７ 1977(S52) - 2003(H15) 石綿含有スラグせっこう板 (1977(S52) - 2003(H15)) 白石綿・茶石綿、2-16% 石綿含有スラグせっこう板
石綿含有パルプセメント板 ※７ 1961(S36) - 2003(H15) 石綿含有パルプセメント板 (1961(S36) - 2003(H15)) 白石綿、3-27％ 石綿含有パルプセメント板
石綿含有パーライト板 ※７ 1951(S26) - 2004(H16) 石綿含有パーライト板 (1951(S26) - 2004(H16)) 白石綿・茶石綿、10-20％ 石綿含有パーライト板
石綿含有その他パネル・ボード ※７ 1954(S29) - 2004(H16) 石綿含有その他パネル・ボード (1954(S29) - 2004(H16)) 白石綿・茶石綿、1.5-95％ 石綿含有その他パネル・ボード
石綿含有壁紙 ※７ 1969(S44) - 1991(H03) 石綿含有壁紙 (1969(S44) - 1991(H03)) 白石綿、1.6-60％ 石綿含有壁紙

石綿含有けい酸カルシウム板第１種 ※２ 1960(S35) - 1997(H09) 石綿含有けい酸カルシウム板第１種 (1960(S35) - 1997(H09)) 白石綿・茶石綿、2-70％ 石綿含有けい酸カルシウム板第１種

石綿含有ビニル床タイル ※２ 1952(S27) - 1987(S62) 石綿含有ビニル床タイル (1952(S27) - 1987(S62)) 白石綿、3-50% 石綿含有ビニル床タイル
石綿含有ビニル床シート(フロアシート、長尺塩ビシート) ※２ 1951(S26) - 1990(H02) 石綿含有ビニル床シート(フロアシート、長尺塩ビシート) (1951(S26) - 1990(H02)) 白石綿、3-43% 石綿含有ビニル床シート(フロアシート、長尺塩ビシート)
石綿含有ソフト巾木(東リ、ビニラート巾木) ※７ 1960(S35) - 1966(S41) 石綿含有ソフト巾木(東リ、ビニラート巾木) (1960(S35) - 1966(S41))白石綿、23% 石綿含有ソフト巾木(東リ、ビニラート巾木)
石綿含有けい酸カルシウム床材(押出成形品) ※２ 1966(S41) - 1988(S63) 石綿含有けい酸カルシウム床材(押出成形品) (1966(S41) - 1988(S63)) 白石綿、15-25% 石綿含有けい酸カルシウム床材(押出成形品)
押出成形品 ※２ 1966(S41) - 2004(H16) 押出成形品 (1966(S41) - 2004(H16)) 白石綿、12% 押出成形品
石綿含有ではない床材と石綿含有床材用接着剤の併用 ※10 1959(S34) - 2001(H13) 石綿含有ではない床材と石綿含有床材用接着剤の併用 (1959(S34) - 2001(H13)) 白石綿、12-42％

エポキシ樹脂系溶剤形接着剤(耐湿工法用接着剤)、ビニル床材全般、ニードルパンチカーペット、人工芝 ※10 1968(S43) - 2001(H13) エポキシ樹脂系溶剤形接着剤(耐湿工法用接着剤)、ビニル床材全般、ニードルパンチカーペット、人工芝 (1968(S43) - 2001(H13)) 白石綿、42％ エポキシ樹脂系溶剤形接着剤(耐湿工法用接着剤)
エポキシ樹脂系溶剤形接着剤(耐湿工法用接着剤)、ビニル床材全般 ※10 1984(S59) - 2001(H13) エポキシ樹脂系溶剤形接着剤(耐湿工法用接着剤)、ビニル床材全般 (1984(S59) - 2001(H13))白石綿、42％ エポキシ樹脂系溶剤形接着剤(耐湿工法用接着剤)
酢酸ビニール樹脂系接着剤(合成糊、リノリューム) ※10 1959(S34) - 1976(S51) 酢酸ビニール樹脂系接着剤(合成糊、リノリューム) (1959(S34) - 1976(S51))白石綿、37％ 酢酸ビニール樹脂系接着剤
ビニル共重合樹脂系接着剤、ビニル床、軟質コンポジションタイル、ホモジニアスタイル ※10 1968(S43) - 2001(H13) ビニル共重合樹脂系接着剤、ビニル床、軟質コンポジションタイル、ホモジニアスタイル (1968(S43) - 2001(H13)) 白石綿、13-34％ ビニル共重合樹脂系接着剤
カーペット用接着剤、カーペット全般、ロールカーペット、ニードルパンチカーペット ※10 1971(S46) - 1987(S62) カーペット用接着剤、カーペット全般、ロールカーペット、ニードルパンチカーペット (1971(S46) - 1987(S62))白石綿、37％ カーペット用接着剤
織布積層ビニル床シート用接着剤、複層ビニル床シート ※10 1978(S58) - 2001(H13) 織布積層ビニル床シート用接着剤、複層ビニル床シート (1978(S58) - 2001(H13)) 白石綿、12％ 織布積層ビニル床シート用接着剤(複層ビニル床シート)
ウレタン樹脂系溶剤形接着剤、コンポジションタイル ※10 1973(S48) - 2001(H13) ウレタン樹脂系溶剤形接着剤、コンポジションタイル (1973(S48) - 2001(H13)) 白石綿、15％ ウレタン樹脂系溶剤形接着剤(コンポジションタイル)
ビニル共重合樹脂系接着剤、幅木用、床材壁面接着 ※10 1960(S35) - 1990(H02) ビニル共重合樹脂系接着剤、幅木用、床材壁面接着 (1960(S35) - 1990(H02)) 白石綿、34％ ビニル共重合樹脂系接着剤(幅木用、床材壁面接着)
販売終期(廃番時期)はメーカーによりバラツキがある

1940 1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2004 2005 2006 2010 2015 2020 2023
種類 建材の種類 出典 製造時期 (S15) (S25) (S30) (S35) (S40) (S45) (S50) (S55) (S60) (H02) (H07) (H12) (H16) (H17) (H18) (H22) (H27) (R02) (R05)

(施工部位) 築83年 築73年 築68年 築63年 築58年 築53年 築48年 築43年 築38年 築33年 築28年 築23年 築19年 築18年 築17年 築13年 築8年 築3年 築0年
石綿含有窯業系サイディング ※２ 1961(S36) - 2004(H16) 石綿含有窯業系サイディング (1961(S36) - 2004(H16)) 白石綿・茶石綿、1-22% 石綿含有窯業系サイディング
石綿含有押出成形セメント板 ※２ 1962(S37) - 2004(H16) 石綿含有押出成形セメント板 (1962(S37) - 2004(H16)) 白石綿・セピオライト、4-20% 石綿含有押出成形セメント板
石綿含有スレートボード・フレキシブル板 ※２ 1953(S28) - 2004(H16) 石綿含有スレートボード・フレキシブル板 (1953(S28) - 2004(H16)) 白石綿・茶石綿、5-25% 石綿含有スレートボード・フレキシブル板
石綿含有スレート波板・大波 ※２ 1931(S06) - 2004(H16) 石綿含有スレート波板・大波 (1931(S06) - 2004(H16)) 白石綿・茶石綿・青石綿、5-25% 石綿含有スレート波板・大波
石綿含有スレート波板・小波 ※２ 1917(T06) - 2004(H16) 石綿含有スレート波板・小波 (1917(T06) - 2004(H16)) 白石綿・茶石綿・青石綿、5-20% 石綿含有スレート波板・小波
石綿含有スレート波板・その他 ※２ 1950(S25) - 2004(H16) 石綿含有スレート波板・その他 (1950(S25) - 2004(H16)) 白石綿・茶石綿・青石綿、6-25% 石綿含有スレート波板・その他
石綿含有けい酸カルシウム板第１種 ※２ 1960(S35) - 1997(H09) 石綿含有けい酸カルシウム板第１種 (1960(S35) - 1997(H09)) 白石綿・茶石綿、2-70％ 石綿含有けい酸カルシウム板第１種
石綿含有建材複合金属系サイディング ※７ 1975(S50) - 1990(H02) 石綿含有建材複合金属系サイディング (1975(S50) - 1990(H02))白石綿、1-5% 石綿含有建材複合金属系サイディング

石綿含有住宅屋根用化粧スレート ※２ 1961(S36) - 2004(H16) 石綿含有住宅屋根用化粧スレート (1961(S36) - 2004(H16)) 白石綿・茶石綿、1-2５% 石綿含有住宅屋根用化粧スレート
石綿含有ルーフィング ※７ 1937(S12) - 1987(S62) 石綿含有ルーフィング (1937(S12) - 1987(S62)) 白石綿、10-20% 石綿含有ルーフィング

石綿セメント円筒 ※２ 1937(S12) - 2004(H16) 石綿セメント円筒 (1937(S12) - 2004(H16)) 白石綿、10-30% 石綿セメント円筒
煙突用石綿断熱材は廃石綿等の表を参照のこと

石綿ビニル二層管(耐火二層管) ※２ 1974(S49) - 1988(S63) 石綿ビニル二層管(耐火二層管) (1974(S49) - 1988(S63))白石綿、2-15% 石綿ビニル二層管(耐火二層管)
石綿セメント管(石綿管、ACP、AP、水道管) ※７ 1931(S06) - 1985(S60) 石綿セメント管(石綿管、ACP、AP、水道管) (1931(S06) - 1985(S60)) 白石綿・青石綿、15-18% 石綿セメント管
ひも状石綿布(防油堤) ※13  - 2004(H16) ひも状石綿布(防油堤) ( - 2004(H16))

ガスケット(平板)・パッキン(紐状) ※２  - 2006(H18) ガスケット(平板)・パッキン(紐状) ( - 2006(H18)) 機械部品(ポンプ・バルブのガスケット、パッキン) *1
機械部品(ポンプ・バルブのガスケット、パッキン) ※２  - 2006(H18) 機械部品(ポンプ・バルブのガスケット、パッキン) ( - 2006(H18)) 機械部品(ポンプ・バルブのガスケット、パッキン) *1
フランジパッキン ※13  - 1985(S60) フランジパッキン ( - 1985(S60)) フランジパッキン
ダクトパッキン ※13  - 1985(S60) ダクトパッキン ( - 1985(S60)) ダクトパッキン
電気部品(盤、変圧器、各種メーター廻り) ※９ 電気部品(盤、変圧器、各種メーター廻り) *1
ジョイントシートガスケット ※12 2011(H23)以降、禁止が猶予 ジョイントシートガスケット (2011(H23)以降、禁止が猶予) ジョイントシートガスケット

石綿発泡体 1973(S48) - 2001(H13) 石綿発泡体 (1973(S48) - 2001(H13)) 石綿発泡体

アスベスト含有製品の有無は、建材種類別及び製造時期並びに目視、設計図書等により調査し、判断できない場合については、サンプリングをして分析すること。分析調査については、アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、トレモライトのすべてのアスベストを対象とすること。
(過去の分析調査においてはクリソタイル、アモサイト、クロシドライトの3種類のアスベストのみを対象としており、アクチノライト、アンソフィライト、トレモライトを対象としていない場合があるが、その場合はトレモライト等を対象とした分析調査を再度行うこと。

1940 1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2004 2005 2006 2010 2015 2020 2023
アスベスト含有仕上塗材・下地調整塗材に関するアンケート調査結果(※３) (S15) (S25) (S30) (S35) (S40) (S45) (S50) (S55) (S60) (H02) (H07) (H12) (H16) (H17) (H18) (H22) (H27) (R02) (R05)

塗材の種類 塗材の種類 出典 販売期間 築83年 築73年 築68年 築63年 築58年 築53年 築48年 築43年 築38年 築33年 築28年 築23年 築19年 築18年 築17年 築13年 築8年 築3年 築0年 塗材の種類
仕上塗材 薄塗材C(セメントリシン) ※3a 1981(S56) - 1988(S63) 薄塗材C(セメントリシン)(1981(S56) - 1988(S63))種別不明、0.4% 薄塗材C(セメントリシン)
仕上塗材 薄塗材E(樹脂リシン) ※3a 1979(S54) - 1987(S62) 薄塗材E(樹脂リシン)(1979(S54) - 1987(S62))種別不明、0.1～0.9% 薄塗材E(樹脂リシン)
仕上塗材 外装薄塗材S(溶剤リシン) ※3a 1976(S51) - 1988(S63) 外装薄塗材S(溶剤リシン)(1976(S51) - 1988(S63))種別不明、0.9% 外装薄塗材S(溶剤リシン)
仕上塗材 可とう形外装薄塗材E(弾性リシン) ※3b 1973(S48) - 1993(H05) 可とう形外装薄塗材E(弾性リシン)(1973(S48) - 1993(H05))白石綿、1.5% 可とう形外装薄塗材E(弾性リシン)
仕上塗材 防水形外装薄塗材E(単層弾性) ※3a 1979(S54) - 1988(S63) 防水形外装薄塗材E(単層弾性)(1979(S54) - 1988(S63))種類不明、0.1～0.2% 防水形外装薄塗材E(単層弾性)
仕上塗材 内装薄塗材Si(シリカリシン) ※3a 1978(S53) - 1987(S62) 内装薄塗材Si(シリカリシン)(1978(S53) - 1987(S62))種類不明、0.1% 内装薄塗材Si(シリカリシン)
仕上塗材 内装薄塗材E(じゅらく) ※3a 1972(S47) - 1988(S63) 内装薄塗材E(じゅらく)(1972(S47) - 1988(S63))種類不明、0.2～0.9% 内装薄塗材E(じゅらく)
仕上塗材 内装薄塗材W(京壁・じゅらく) ※3a 1970(S45) - 1987(S62) 内装薄塗材W(京壁・じゅらく)(1970(S45) - 1987(S62))種類不明、0.4～0.9% 内装薄塗材W(京壁・じゅらく)
仕上塗材 複層塗材C(セメント系吹付けタイル) ※3a 1970(S45) - 1985(S60) 複層塗材C(セメント系吹付けタイル)(1970(S45) - 1985(S60))種類不明、0.2% 複層塗材C(セメント系吹付けタイル)
仕上塗材 複層塗材CE(セメント系吹付けタイル) ※3a 1973(S48) - 1999(H11) 複層塗材CE(セメント系吹付けタイル)(1973(S48) - 1999(H11))種類不明、0.1～0.5% 複層塗材CE(セメント系吹付けタイル)
仕上塗材 複層塗材E(アクリル系吹付けタイル) ※3a 1970(S45) - 1999(H11) 複層塗材E(アクリル系吹付けタイル)(1970(S45) - 1999(H11))種類不明、0.1～5.0% 複層塗材E(アクリル系吹付けタイル)
仕上塗材 複層塗材Si(シリカ系吹付けタイル) ※3a 1975(S50) - 1999(H11) 複層塗材Si(シリカ系吹付けタイル)(1975(S50) - 1999(H11))種類不明、0.3～1.0% 複層塗材Si(シリカ系吹付けタイル)
仕上塗材 複層塗材RE(水系エポキシタイル) ※3a 1970(S45) - 1999(H11) 複層塗材RE(水系エポキシタイル)(1970(S45) - 1999(H11))種類不明、0.1～3.0% 複層塗材RE(水系エポキシタイル)
仕上塗材 複層塗材RS(溶剤系吹付けタイル) ※3a 1976(S51) - 1988(S63) 複層塗材RS(溶剤系吹付けタイル)(1976(S51) - 1988(S63))種類不明、0.1～3.2% 複層塗材RS(溶剤系吹付けタイル)
仕上塗材 防水形複層塗材E(複層弾性) ※3a 1974(S49) - 1996(H08) 防水形複層塗材E(複層弾性)(1974(S49) - 1996(H08))種類不明、0.1～4.6% 防水形複層塗材E(複層弾性)
仕上塗材 厚塗材C(セメントスタッコ) ※3a 1975(S50) - 1999(H11) 厚塗材C(セメントスタッコ)(1975(S50) - 1999(H11))種類不明、0.1～3.2% 厚塗材C(セメントスタッコ)
仕上塗材 厚塗材E(樹脂スタッコ) ※3a 1975(S50) - 1988(S63) 厚塗材E(樹脂スタッコ)(1975(S50) - 1988(S63))種類不明、0.1～0.4% 厚塗材E(樹脂スタッコ)
仕上塗材 軽量塗材(吹付けパーライト) ※3a 1965(S40) - 1992(H04) 軽量塗材(吹付けパーライト)(1965(S40) - 1992(H04))種類不明、0.4～24.4% 軽量塗材(吹付けパーライト)
仕上塗材 外装厚塗材C ※3b 1982(S57) - 1988(S63) 外装厚塗材C(1982(S57) - 1988(S63))白石綿、0.12% 外装厚塗材C
仕上塗材 外装薄塗材C ※3b 1981(S56) - 1988(S63) 外装薄塗材C(1981(S56) - 1988(S63))白石綿、0.4% 外装薄塗材C
仕上塗材 外装薄塗材E ※3a 1980(S55) - 1987(S62) 外装薄塗材E(1980(S55) - 1987(S62))種類不明、0.5%以下 外装薄塗材E
仕上塗材 軽量塗材 ※3b 1965(S40) - 1992(H04) 軽量塗材(1965(S40) - 1992(H04))白石綿・茶石綿、0.4-24.4% 軽量塗材
仕上塗材 厚塗材C ※3b 1975(S50) - 1999(H11) 厚塗材C(1975(S50) - 1999(H11))白石綿、0.1-3.2% 厚塗材C
仕上塗材 厚塗材E ※3b 1975(S50) - 1988(S63) 厚塗材E(1975(S50) - 1988(S63))白石綿、0.4% 厚塗材E
仕上塗材 石材調仕上塗材 ※3b 1985(S60) - 1987(S62) 石材調仕上塗材(1985(S60) - 1987(S62))白石綿、0.9% 石材調仕上塗材
仕上塗材 内装薄塗材E ※3b 1972(S47) - 1988(S63) 内装薄塗材E(1972(S47) - 1988(S63))白石綿、0.2-0.9% 内装薄塗材E
仕上塗材 内装薄塗材Si ※3b 1978(S53) - 1987(S62) 内装薄塗材Si(1978(S53) - 1987(S62))白石綿、0.1% 内装薄塗材Si
仕上塗材 内装薄塗材W ※3b 1970(S45) - 1987(S62) 内装薄塗材W(1970(S45) - 1987(S62))白石綿、0.4-0.9% 内装薄塗材W
仕上塗材 薄塗材E ※3b 1979(S54) - 1987(S62) 薄塗材E(1979(S54) - 1987(S62))白石綿、0.6-0.9% 薄塗材E
仕上塗材 薄塗材S ※3b 1976(S51) - 1988(S63) 薄塗材S(1976(S51) - 1988(S63))白石綿、0.9% 薄塗材S
仕上塗材 複層仕上塗材RS ※3b 1976(S51) - 1988(S63) 複層仕上塗材RS(1976(S51) - 1988(S63))白石綿、0.10-0.99% 複層仕上塗材RS
仕上塗材 複層塗材C ※3b 1970(S45) - 1985(S60) 複層塗材C(1970(S45) - 1985(S60))白石綿、0.2% 複層塗材C
仕上塗材 複層塗材CE ※3a 1973(S48) - 1984(S59) 複層塗材CE(1973(S48) - 1984(S59))種類不明、0.5%未満 複層塗材CE
仕上塗材 複層塗材CE ※3b 1985(S60) - 1999(H11) 複層塗材CE(1985(S60) - 1999(H11))セピオライト・トレモライト、3% 複層塗材CE
仕上塗材 複層塗材CE ※3b 1983(S58) - 1999(H11) 複層塗材CE(1983(S58) - 1999(H11))白石綿、0.4% 複層塗材CE
仕上塗材 複層塗材E ※3a 1970(S45) - 1984(S59) 複層塗材E(1970(S45) - 1984(S59))種類不明、0.5-1.5% 複層塗材E
仕上塗材 複層塗材E ※3b 1985(S60) - 1999(H11) 複層塗材E(1985(S60) - 1999(H11))セピオライト・トレモライト、3% 複層塗材E
仕上塗材 複層塗材E ※3b 1970(S45) - 1999(H11) 複層塗材E(1970(S45) - 1999(H11))白石綿、0.1-5% 複層塗材E
仕上塗材 複層塗材RE ※3a 1970(S45) - 1984(S59) 複層塗材RE(1970(S45) - 1984(S59))種類不明、0.5未満 複層塗材RE
仕上塗材 複層塗材RE ※3b 1985(S60) - 1999(H11) 複層塗材RE(1985(S60) - 1999(H11))セピオライト・トレモライト、3% 複層塗材RE
仕上塗材 複層塗材RE ※3b 1970(S45) - 1999(H11) 複層塗材RE(1970(S45) - 1999(H11))白石綿、0.51-3% 複層塗材RE
仕上塗材 複層塗材RS ※3b 1976(S51) - 1999(H11) 複層塗材RS(1976(S51) - 1999(H11))白石綿、0.1-3.2% 複層塗材RS
仕上塗材 複層塗材Si ※3a 1975(S50) - 1984(S59) 複層塗材Si(1975(S50) - 1984(S59))種類不明、0.5-1.0未満 複層塗材Si
仕上塗材 複層塗材Si ※3b 1985(S60) - 1999(H11) 複層塗材Si(1985(S60) - 1999(H11))セピオライト・トレモライト、3% 複層塗材Si
仕上塗材 複層塗材Si ※3b 1975(S50) - 1999(H11) 複層塗材Si(1975(S50) - 1999(H11))白石綿、0.3-0.75% 複層塗材Si
仕上塗材 防水形外装薄塗材E ※3b 1979(S54) - 1999(H11) 防水形外装薄塗材E(1979(S54) - 1999(H11))白石綿、0.1-0.2% 防水形外装薄塗材E
仕上塗材 防水形複層塗材E ※3a 1975(S50) - 1984(S59) 防水形複層塗材E(1975(S50) - 1984(S59))種類不明、0.5%未満 防水形複層塗材E
仕上塗材 防水形複層塗材E ※3b 1985(S60) - 1999(H11) 防水形複層塗材E(1985(S60) - 1999(H11))セピオライト・トレモライト、3% 防水形複層塗材E
仕上塗材 防水形複層塗材E ※3b 1974(S49) - 1999(H11) 防水形複層塗材E(1974(S49) - 1999(H11))白石綿、0.2-4.6% 防水形複層塗材E

屋根用塗料 屋根用塗料 ※3b 1965(S40) - 1986(S61) 屋根用塗料(1965(S40) - 1986(S61))白石綿、10% 屋根用塗料

下地調整材 下地調整塗材C(セメント系フィラー) ※3b 1970(S45) - 2005(H17) 下地調整塗材C(セメント系フィラー)(1970(S45) - 2005(H17))種類不明、0.1～6.2 下地調整塗材C(セメント系フィラー)
下地調整材 下地調整塗材E(樹脂系フィラー) ※3a 1982(S57) - 1987(S62) 下地調整塗材E(樹脂系フィラー)(1982(S57) - 1987(S62))種類不明、0.5% 下地調整塗材E(樹脂系フィラー)
下地調整材 エマルション系下地調整塗材 ※3b 1982(S57) - 1987(S62) エマルション系下地調整塗材(1982(S57) - 1987(S62))白石綿、0.5% エマルション系下地調整塗材
下地調整材 セメント系下地調整塗材 ※3b 1970(S45) - 2005(H17) セメント系下地調整塗材(1970(S45) - 2005(H17)白石綿・セピオライト・トレモライト、0.2-7% セメント系下地調整塗材
下地調整材 プラスター ※3b 1987(S62) - 1999(H11) プラスター(1987(S62) - 1999(H11))白石綿、2% プラスター

混和材 モルタル混和材 ※3a 1992(H04) - 2004(H16) モルタル混和材(1992(H04) - 2004(H16))白石綿、24-39% モルタル混和材
混和材 左官用軽量骨材 ※3b 1983(S58) - 2000(H12) 左官用軽量骨材(1983(S58) - 2000(H12))白石綿、1未満-3% 左官用軽量骨材
モルタル 既調合モルタル ※3b 1980(S55) - 2005(H17) 既調合モルタル(1980(S55) - 2005(H17))白石綿、0.5-3.4% 既調合モルタル
モルタル モルタル混和材 ※3b 2002(H14) - 2004(H16) モルタル混和材(2002(H14) - 2004(H16))白石綿、3.3% モルタル混和材

＊ご利用上の注意

本調査結果は、アスベスト含有仕上塗材・下地調整塗材について、日本建築仕上材工業会の会員会社にアンケート調査を実施し、寄せられた情報をそのまま取り纏めたものです。従いまして、本調査結果は、アスベスト含有仕上塗材・下地調整塗材に関する全ての情報を網羅したものではなく、
また、当工業会の会員会社から寄せられた情報の正確性を担保するものではありません。本調査結果を利用するにあたっては、これらの点を十分に理解した上で利用するようにして下さい。なお、個々の製品に関する情報については、当該製品の取扱会社に直接お問い合わせ下さい。
※石綿含有仕上塗材の使用面積により届出が必要な行政庁あり。
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[表１]　アスベスト含有アスファルト防水材料および副資材の最終終了時期(平成17年8月30日現在) (S15) (S25) (S30) (S35) (S40) (S45) (S50) (S55) (S60) (H02) (H07) (H12) (H16) (H17) (H18) (H22) (H27) (R02) (R05)

目的 種類(箇所) 出典 販売期間 築83年 築73年 築68年 築63年 築58年 築53年 築48年 築43年 築38年 築33年 築28年 築23年 築19年 築18年 築17年 築13年 築8年 築3年 築0年 防水材料・関連副資材
防水材 建築用塗膜防水材 ※４ 1985(S60) - 1987(S62) 建築用塗膜防水材1985(S60) - 1987(S62)白石綿、0.2% 特殊アスファルトフェルト類
関連副資材 特殊アスファルトフェルト類 ※４  - 1986(S61) 特殊アスファルトフェルト類 ( - 1986(S61)) 種類不明、石綿含有量不明 特殊アスファルトフェルト類
関連副資材 特殊アスファルトルーフィング類 ※４  - 1987(S62) 特殊アスファルトルーフィング類 ( - 1987(S62)) 種類不明、石綿含有量不明 特殊アスファルトルーフィング類
関連副資材 ポリウレタン系断熱材の面材　*1 *2 ※４  - 1991(H03) ポリウレタン系断熱材の面材　*1 *2 ( - 1991(H03)) 種類不明、石綿含有量不明 ポリウレタン系断熱材の面材　*1
関連副資材 アスファルト系ルーフコーチング類　*1 *3 ※４  - 2002(H14) アスファルト系ルーフコーチング類　*1 *3 ( - 2002(H14)) 種類不明、石綿含有量不明 アスファルト系ルーフコーチング類　*1
関連副資材 アスファルト系接着剤類　*1 *4 ※４  - 2003(H15) アスファルト系接着剤類　*1 *4 ( - 2003(H15)) 種類不明、石綿含有量不明 アスファルト系接着剤類　*1
コーキング材 油性コーキング材 ※3b 1970(S45) - 1986(S61) 油性コーキング材 (1970(S45) - 1986(S61))白石綿、5% アスファルト系接着剤類　*1

*1： アスベスト含有率が0.1％以上5％未満のものを含む *3： 殆どのものの最終終了時期は平成３年(1991年)。 *4： 殆どのものの最終終了時期は平成３年(1991年)。
*2： アスベスト含有率が5％以上のものの最終終了時期は昭和54年(1979年) 一部アスベスト含有率が5％未満のものの最終終了時期が平成14年(2002年) 一部アスベスト含有率が5％未満のものの最終終了時期は平成15年(2003年)

1940 1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2004 2005 2006 2010 2015 2020 2023
道路施設アスベスト対策検討委員会 道路施設におけるアスベスト対策について報告書(平成17年12月) (S15) (S25) (S30) (S35) (S40) (S45) (S50) (S55) (S60) (H02) (H07) (H12) (H16) (H17) (H18) (H22) (H27) (R02) (R05)

目的 種類(箇所) 出典 販売期間 築83年 築73年 築68年 築63年 築58年 築53年 築48年 築43年 築38年 築33年 築28年 築23年 築19年 築18年 築17年 築13年 築8年 築3年 築0年 種類(箇所)
断熱材 吹付ロックウール(人道跨線橋、断熱材) ※６ 1972(S47) - 2006(H18) 吹付ロックウール(人道跨線橋、断熱材) (1972(S47) - 2006(H18))種類不明、5% 吹付ロックウール(人道跨線橋、断熱材)
不明 吹付アスベスト(地下道) ※６ 1970(S45) - 2005(H17) 吹付アスベスト(地下道) (1970(S45) - 2005(H17))種類不明、石綿含有量不明 吹付アスベスト(地下道)
防音材 吹付アスベスト(トンネル、囲い込み) ※６ 1969(S44) - 2005(H17) 吹付アスベスト(トンネル、囲い込み) (1969(S44) - 2005(H17))茶石綿、47% 吹付アスベスト(トンネル、囲い込み)

耐火被覆材 石綿含有けい酸カルシウム板第２種 ※６ 1968(S43) - 1997(H09) 石綿含有けい酸カルシウム板第２種 (1968(S43) - 1997(H09))白石綿・茶石綿、2.1-20％ 石綿含有けい酸カルシウム板第２種
耐火被覆材 耐火被覆版 ※６ 1963(S38) - 1983(S58) 耐火被覆版 (1963(S38) - 1983(S58))白石綿・茶石綿、25-30％ 耐火被覆版
断熱材 屋根用折版裏断熱材 ※６ 1968(S43) - 1982(S57) 屋根用折版裏断熱材 (1968(S43) - 1982(S57))白石綿、90% 屋根用折版裏断熱材
煙突用断熱材 ケイ酸ランニング材 ※６ 1964(S39) - 1991(H03) ケイ酸ランニング材 (1964(S39) - 1991(H03))白石綿・茶石綿、4.3-90％ ケイ酸ランニング材
保温材 アスベスト保温材 ※６ 1972(S47) - 1978(S53) アスベスト保温材 (1972(S47) - 1978(S53))白石綿・茶石綿、4.3-90％ アスベスト保温材
保温材 アスベスト含有ロックウール材 ※６ 1968(S43) - 1978(S53) アスベスト含有ロックウール材 (1968(S43) - 1978(S53))白石綿、1-90% アスベスト含有ロックウール材

内装化粧板 スレート板 ※６ 1963(S38) - 1996(H08) スレート板 (1963(S38) - 1996(H08))白石綿、10-20% スレート板
内装化粧板 二丁掛タイル押出成形セメント板 ※６ 1985(S60) - 1992(H05) 二丁掛タイル押出成形セメント板 (1985(S60) - 1992(H05))白石綿、10% 二丁掛タイル押出成形セメント板
トンネル天井板 トンネル用押出成形セメント板 ※６ 1999(H11) - 2002(H14) トンネル用押出成形セメント板 (1999(H11) - 2002(H14))白石綿、10% トンネル用押出成形セメント板
遮音壁 アスベストスレート ※６ 1973(S48) アスベストスレート (1973(S48))白石綿、20% アスベストスレート
盛土保護壁 軽量盛土押出成形セメント板 ※６ 1995(H07) - 2004(H16) 軽量盛土押出成形セメント板 (1995(H07) - 2004(H16))白石綿、10% 軽量盛土押出成形セメント板
料金ブース床材 スレート板 ※６ 1977(S52) - 1991(H03)頃 スレート板 (1977(S52) - 1991(H03)頃)白石綿、10-20% スレート板
橋梁桁被膜コンクリート被膜 被膜剤の中塗り剤 ※６ 1991(H03) - 2004(H16) 被膜剤の中塗り剤 (1991(H03) - 2004(H16))白石綿、1%以下 被膜剤の中塗り剤
コンクリート目地 目地材 ※６  - 1988(S63) 目地材 ( - 1988(S63))白石綿、50％ 目地材
舗装 アスベスト含有舗装(通常の舗装に比して2-3割高い) ※６ 1970(S45) - 1980(S55) アスベスト含有舗装(通常の舗装に比して2-3割高い) (1970(S45) - 1980(S55))種類不明、1-3% アスベスト含有舗装(通常の舗装に比して2-3割高い)

※１　厚生労働省『建築物石綿含有建材調査者講習テキスト』掲載の図表を元に作成 ※２　国土交通省『目で見るアスベスト建材』掲載の図表 ※３a　日本建築仕上材工業会のホームページ掲載の図表を元に作成 ※３b　全国労働安全衛生センター連絡会議 安全センター情報2020年5月号(日本建築仕上材工業会の現会員会社が過去に製造したアスベスト含有塗材に関するアンケート調査結果)掲載の図表を元に作成
※４　一般社団法人日本防水材料協会『技術資料』掲載の図表を元に作成 ※５　平成21年版 厚生労働省委託事業 石綿含有建材の石綿含有率測定に係る講習会 テキスト掲載の図表を元に作※６　道路施設アスベスト対策検討委員会 道路施設におけるアスベスト対策について報告書掲載の図表を元に作成 ※７　石綿（アスベスト）含有建材データベース掲載の図表を元に作成 ※８　厚生労働省／環境省『建築物の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル(令和3年3月、令和4年3月訂正版)
※９　経済産業省、石綿（アスベスト）を含有する家庭用品の実態把握調査の結果について(H17) ※10 メーカーホームページ公表資料 ※11 日本及び海外における石綿規制の経緯 ※12 アスベスト処理推進協議会 ※13 環境省『建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル2014.6』 ※14 寒地土木研究所『既存建物の改修における有害物質除去について―建物リニューアル工事施工における考察―』
※共通　石綿の種類及び石綿含有量は各出典のほか、国土交通省『石綿含有建築材料の使用実態』を用いた
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2001(H13) ストックホルム条約
（PoPs条約）の締結 (平成 40年
までの PCB廃棄物処理を実施)※
14 
2001(H13) 「ＰＣＢ廃棄物の適
正な処理の推進に関する特別措置
法」の制定（環境事業団法の改
正）処理施設の整備に着手 ※14

2004 作業環境評価基準改正
2004 安衛令改正(石綿管理濃度
を2本/cm3→0.15本/cm3とする)
2004 作業環境評価基準告示
2004(H20) JESCO北九州事業
所の操業開始 (高圧トランス・コンデ
ンサ等の処理着手)

石綿含有吹付けひる石(バーミキュライト)

1981年(S56)～1983年(S58) (一般大気環境)この間、海外では、米国で1975年、フランスで1980年、西ド
イツで1983年から排出規制を開始。(規制基準：米国「石綿の目に見える排出がないこと」フランス「排出口濃度 
 0.5mg／m3(10,000本／リットル)」西ドイツ「排出口濃度0.1mg／m3(2,000本／リットル)」)
1981年(S56)～1983年(S58) (一般大気環境)工業地域、住宅地域、道路沿線、山間地など、一般環境濃
度を網羅的に測定。【測定結果】0.41本～12.31本／リットル【評価】環境庁検討会は、一般環境大気中の濃
度は現在の作業環境濃度よりも一般にはるかに低い濃度にあると評価。
1983年(S58) (白石綿)カナダが管理使用の方針を採用
1985年(S60)～1987年(S62) (一般大気環境)再度、一般環境測定を1985年から開始。また、工場・解体
工事周辺での精密な調査を1987年に実施。【測定結果】一般環境濃度・・・・・・・・0.09本～5.83本／リットル
工場敷地境界濃度・・・・0.34本～378本／リットル【評価】環境庁検討会は、一般環境中の石綿濃度は、作業
環境濃度より一般にはるかに低く、一般国民にとってのリスクは著しく小さいとしつつ、排出抑制の十分な実施が疑
われる場合もあると評価。
1986年(S61) (一般大気環境)WHOで環境保健クライテリアを発表。(世界の都市部の一般環境中の石綿濃
度は1本～10本／リットル程度であり、この程度であれば、健康リスクは検出できないほど低いと記述。)
1986年(S61) (青石綿)ILO石綿条約採択(クロシドライトの原則使用禁止)
1986年(S61) (青石綿)独が使用を原則禁止(アスベストセメント管、耐酸・耐熱パッキン等は段階的に禁止)
1986年(S61) (白石綿)ILO石綿条約採択(クリソタイルの管理使用)
1987年(S62) (一般大気環境)EC全体で排出規制を開始。(規制基準：排出口濃度0.1mg／m3(2000本
／リットル))
1987年(S62) (青石綿)業界の自主規制により使用中止
1987年(S62) (白石綿)WHOが石綿代替品であるグラスウール、ロックウール等を「発がん性の可能性あり」と分類
1989年(H00) (一般大気環境)大気汚染防止法を改正。→石綿製品製造工場に対し、敷地境界の濃度基
準を10本／リットルとする規制を導入。
1989年(H00) (青石綿)WHOが使用禁止を勧告
1989年(H00) (青石綿)米が石綿の使用禁止規定を制定
1989年(H00) (白石綿)石綿代替品の調査研究(～1993年)
1989年(H00) (白石綿)米が石綿の使用禁止規定を制定

1991年(H03) (一般大気環境)廃棄物処理法を改正。→解体時に発
生する飛散性の廃石綿を特別管理産業廃棄物に指定。(1987年以来行
政指導で行っていたものを法制化。)
1991年(H03) (青石綿)米の石綿規制が裁判により無効に
1991年(H03) (白石綿)米の石綿規制が裁判により無効に
1992年(H04) (青石綿)英が使用禁止
1993年(H05) (青石綿)EUが使用禁止
1993年(H05) (青石綿)米が一部の製品の使用を禁止
1993年(H05) (白石綿)独が使用を段階的に禁止(現在でも補修用品
等は使用可能)
1993年(H05) (白石綿)米が一部の製品の使用を禁止
1994年(H06) (青石綿)仏が使用禁止
1995年(H07) (青石綿)使用禁止
1996年(H08) (一般大気環境)大気汚染防止法を改正。→石綿使用
建築物の解体・補修作業に対し、作業基準の遵守を義務付け。(1987年
以来行政指導で行っていたものを法制化。)
1996年(H08) (白石綿)カナダが仏の禁止措置をWTOに提訴
1996年(H08) (白石綿)仏が使用を段階的に禁止(～2002年)
1999年(H11) (白石綿)英が使用を段階的に禁止(現在でも一部製品
は使用可能)

1980(S55)ロックウール工業会の自主規制により、
石綿含有吹付けロックウール(乾式)の使用中止

1954(S29) PCB
の国内製造開始※
14

吹付け石綿

禁止対象

第
二
次
世
界

大
戦

1975(S50)～ 原則禁止 2005(H17)～ 全面禁止
(～H18は1重量％超)

吹付け作業

1995(H07)～ アモサイト・クロシドライト禁止
(1重量％超え禁止)

規制なし 1975(S50)～、5重量％超え禁止
「特化法の改正」 建物の吹き付けアスベスト（５％超）の使用禁止(※14)

1995(H07)～
1重量％超え禁止

2016(H18)～
0.1重量％超え禁止

1954(S29)以前は輸入材が使用されている
可能性あり

2006(H18)～
代替品が無い場合を除き全面禁止(0.1重量％超)

2012(H24)～
代替技術確立により
石綿製品の全面禁止

自主規制

1989(H01)個別認定取得各社の自主規制により、石綿含有吹付け(湿式)の使用中止

1960 じん肺法制定
(粉じん作業の位置付
け及びじん肺健診につ
いて規程(石綿も対
象))※14

1967 公害対策基本法制定
1968 大気汚染防止法制定
1968 カネミ油症事件発生、ＰＣＢの毒性が社会問題化 
1970 ILO職業がん条約批准
1970 特定学物質等障害予防規則「旧特化則」の制定
1971 廃棄物処理法定
1971 労働基準法特定化学物質等障害予防規則(特化則)制定
1972 労働安全衛生法(安衛法)制定
1972 旧通産省の行政指導によりＰＣＢ製造中止、回収等の指示
1975 特化則改正
1975 安衛令改正

1988 作業環境評価
基準制定(労働省告
示「作業環境評価基
準」により労働安全衛
生法に規定されている
石綿の管理濃度を規
定（2本/cm3))※14
1989 大防法・同施行
令・同施行規則改正
(石綿を特定粉じんと
し、石綿製品製造施
設の敷地境界濃度基

2005 石綿安全条約批准
2005 石綿障害予防規則(石綿則)制定
2005 大防法施行令・同施行規則改正
2005 クボタショック(史)

1971年(S46) (青石綿)特定化学物質等障害予防規則の制定
1971年(S46) (白石綿)特定化学物質等障害予防規則の制定
1972年(S47) (一般大気環境)ILO、WHOにて石綿にがん原性があるこ
とが認められた。
1972年(S47) (一般大気環境)環境庁は、1975年より、環境大気中の
石綿濃度の測定法を検討。
1972年(S47) (青石綿)ILO、WHOの専門家会合で石綿のがん原性を
指摘
1972年(S47) (白石綿)ILO、WHOの専門家会合で石綿のがん原性を
指摘
1975年(S50) (青石綿)吹付け石綿の原則禁止
1976年(S51) (青石綿)石綿の代替促進通達(特にクロシドライト)
1976年(S51) (白石綿)石綿の代替促進通達
1977年(S52)～1978年(S53) (一般大気環境)石綿製品製造工場
周辺を測定。【測定結果】検出限界以下～58本／リットル【評価】環境庁
検討会は、この時点ではまだ情報が不十分であるとして、大気環境濃度等
の詳細なデータの収集を求める。

1992 廃棄物処理法改正(飛散性
アスベストを「廃石綿等」と定義し、
特別管理産業廃棄物として処理基
準を規定)※14

2005年(H17) (白石綿)EUがすべての種
類の石綿の使用を原則禁止

2018 建築物石綿含有建材調査者講習登録
規定制定
2020 大防法改正、石綿則改正
2020 建築物石綿含有建材調査者講習登録
規定改正
2021 大防法改正、石綿則改正
2022 大防法改正、石綿則改正
2023 大防法改正、石綿則改正

2004年(H16) (白石綿)禁止
が猶予されている石綿含有製
品の代替化を関係団体に要請
2004年(H16) (白石綿)石綿
の含有製品(建材等)の使用を
禁止

1995 特化則改正(石綿含有物の
範囲を含有量が５％を超えるものか
ら、１％を超えるものに拡大)※14
1995 安衛則改正
1995 安衛令改正(有害性の高い
青石綿と茶石綿の製造等禁止)
1996 大防法改正
1997 大防法施行令・同施行規則
改正
1999 特定化学物質の環境への排
出量の把握等及び管理の改善の促
進に関する法律制定

2000年(H12) (白石綿)カナダが
仏の禁止措置に関しWTOに提訴し
ていた件で、仏勝訴
2001年(H13) (白石綿)WHOが
石綿代替品であるグラスウール、ロッ
クウール等を「発がん性に分類しな
い」と再評価(代替品としての安全性
を示す)
2002年(H14) (白石綿)代替化
検討委員会(～2003年)
2002年(H14) (白石綿)仏が使用
を全面禁止

2011 石綿則改正
2012 労安令政令
2013 大防法改正
2014 石綿則省令

直近の法改正
大防法・石綿則
規制対象をすべての石綿含有建材へ拡大（レベル3建材の規制対象の追加）
（2021年4月1日施行）
事前調査方法の変更（図面及び目視による調査の義務付け）（2021年4月1日施
行）
事前調査結果の記録等の作成・保存の義務化（2021年4月1日施行）
直接罰の創設（2021年4月1日施行）
下請負人への作業基準遵守の義務付け（2021年4月1日施行）
事前調査結果の報告制度の開始（2022年4月1日施行）
有資格者による事前調査実施の義務付け（2023年10月1日施行）

2006 大防法改正、安衛令改正、石綿則改正
石綿製品の定義を0.1％超までに対象拡大し、一部を除き石
綿を 0.１％超えて含有するすべての物の製造等の禁止)※
14
2006 廃棄物処理法改正、建築基準法改正
2006 宅地建物取引業法施行規則改正
2008 石綿則省令
2008(H20) JESCO北海道事業所の操業開始 (高圧トラン
ス・コンデンサ等の処理着手)※14
2009(H21)JESCO北九州事業所のプラズマ溶融炉 操業開
始(安定器等・汚染物の処理着手)※14
2009(H21) 無害化処理認定制度に基づく大臣認定(第１
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https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/sekimen/other/pamph/index_00002.html
https://www.mlit.go.jp/kisha/kisha06/01/010331_7/01.pdf
https://www.nsk-web.org/asubesuto/asubesuto_2.html
https://joshrc.net/wp-content/uploads/2020/05/questionnaire.pdf
https://aspdiv.jwma.or.jp/tec/tec_2_1.html
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11300000-Roudoukijunkyokuanzeneiseibu/0000029574.pdf
https://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/asbestos/houkoku.pdf
https://asbestos-database.jp/
https://www.env.go.jp/content/900396898.pdf
https://www.meti.go.jp/product_safety/policy/asubesutoindex.html
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/asbestos/dai1/1siryou1.pdf
http://www.asbestos-mc.com/guideline1.html
https://www.env.go.jp/air/asbestos/litter_ctrl/manual_td_1403/full.pdf
https://thesis.ceri.go.jp/db/files/52631314546046563d927.pdf
https://www.env.go.jp/air/asbestos/commi_td/04/mat03.pdf
http://www.mansikka.info/-c-5618/-p-21013
http://www.mansikka.info/-c-5618/-p-21013
http://www.mansikka.info/-c-5618/-p-21013
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